











を教えるという﹁有益な﹂ ﹁実利﹂教育が支配的な現在の日本語教育形態の中で 術的な日本 充実するこ を願っている。国内外の発展状況の変化に直接的 影響を受けるベトナムにおいて、日本語教育・日本学は今後ど ように展開されているだろうか。また、日本経済 日本史、日越歴史関係などの研究が多 と感じるが、伝統的な価値がある古典文学に対して、一般市民がもっと親近感を持つようになって欲しいと願っている。︻まとめ︼
グローバル化の進展に伴い、日本学が世界に普及している
中、日本語学習者が急速 増え いるベトナムでの専門的な








るまで、規範が行動や良心に作用する。学問では伝統の賛美、同一感、誇り、規範的で思想的なリゴリズムを目指さず、飽く も知的好奇心に答える思索を心得るので、礼儀作法をどのように研究するか、一例でもって確認したい。﹃禮記﹄を始め、宋・唐時代の多くの立成・書儀でも端的に明示されるように、作法には社会秩序を中心に 思想の根源的な意義が寄せられている。 ﹃禮記﹄ ︵第一巻、曲禮︶名言﹁人に礼ありては即ち安ず。礼無くんば危うし﹂というように人類の普遍的な礼儀作法はさら 合理化・概念化されてきた。中国諸国・朝鮮半島・日本列島の礼思想の徹底は周知のこと。文通は礼儀の域に離れがたく結びついている。主な史料を文書︵もんじょ︶といい ある見方に寄れば現代の電子メールとの共通点もあるが、もっぱら機能論的 妥当だと思われる。だが、 ちろん文書にあって電子メールにない要素もまた多々ある例えば、守覚法親王︵一二〇二年没︶が三條禅門と忠親公
なる者に尋ね、書状を認め 作法に関す 諸説を集め、御記に止めた。 ﹃消息耳底秘抄﹄とい 。後世 手に渡っ 秘すべき記録として伝授された。嘉禎三年付の書写の後書きによれば、六月の異例に涼しい二三日にて霖雨が一〇日ほど続










struggle for existence ︵生存競争︶を広く、生命の最善および
悩みの無い心地を狙う営みと 捉えなおせば、文化に通じるとする見解がある。人間の生存を保証する多岐にわたる戦略と戦術を例えて、農地﹁開発﹂ ︵
culture ︶ 、 ﹁都市化﹂ ︵
civi-
lization ︶ 、 ﹁文化﹂ 、 ﹁文明﹂などと称する。つまり耕し、共














































憚々々﹂ ︵が けんけんこにはばかるべしはばかるべし︶と言う。笠松宏至も指摘したよう 、例外的に公家の間で﹃弘安礼節﹄のような申し合わせ あり、公共の芽生えはなかったと言えない。しかし、中世の夕暮れまでは家格 体系が頑丈で、故実の普遍化は かな 展開しなかった。礼儀作法の大部分は故実の専有権及び支配権力への奉仕 よって閉鎖されたから ある。このような礼儀規範の閉鎖性はいかにも社会に必要な礼儀の一般性や普遍性と拮抗 た歴史も注目に値する。
右で述べた伝授の空気の中では宛て書きについて不安が蔓
延。人類の書簡文化と共通する だが、例えば日本語 中世史料ではいわゆる上所が問題になった。氏名職名に﹁進上﹂ ・﹁謹上﹂ ・ ﹁謹々上﹂のどれを被せるかで、敬意の度合いが決まる。尊大、尾籠、艶、 品などの形容の中で差出人が演技
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epresentations, and Intentions ︶の紹介。
二
　
日本ではよく﹃文明への不満﹄と訳される。一九三〇年刊。
三
　
一九三〇年刊。
四
　
蔵人・職事の文書を司る規定や模範が主な趣旨内容。源通具
︵一一七〇︱一二二七︶の名も見られるので、平安時代にかなり遡る規範が伺えると思われる。
「多文化間交渉における〈あいだ〉の研究」 （通称〈あいだ〉研究会）レポート
村
　
中
　
由美子
二〇一六年四月から二〇一八年八月にかけて、共同研究会
﹁多文化間交渉における︿あいだ﹀の研究﹂が開催され
た（一）
。
筆者は、二〇一六年四月から日本学術振興会特別研究員︵ＰＤ︶として日文研に所属することになったため、この研究会に参加させていただく幸運に恵まれた。 研究会は、二○一三年から二〇一六年にかけて稲賀繁美氏の主催で行われた﹁海賊史観における世界の再構築﹂で俎上に載せられた問題系を継承するものであり ︿あいだ﹀研究会からしか参加していない筆者は本研究会レポートの執筆者として甚だ不十分ではあるが、三年間の研究会が結実した論集﹃映しと移ろい︱
文化伝播の器と蝕変の実相﹄ ︵花鳥社、二〇一九年︶に
も触れつつ、本研究会のレポート させてい だく。一
　
多彩な参加者を通して繰り広げられる化学反応
私事で恐縮だが、筆者は二〇〇九年九月から二〇一六年四
